職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
鉄筋専門工事会社にて◯年間、RC造マンションや商業施設、橋梁下部工の鉄筋加工・組立に従事してまいりました。施工図の読み取りから加工場での段取り、現場での柱・梁・壁・スラブの組立、配筋検査の立ち会いまで一貫して担当しております。直近は◯名規模の班をまとめ、打設工程から逆算した先行配筋の割り振りと新人への結束・玉掛け指導を行っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：RC造建築および土木構造物を手がける鉄筋専門工事会社（従業員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：鉄筋工
【担当業務】
・RC造マンション（地上◯階建・延床約◯㎡）の基礎から躯体までの配筋作業
・施工図に基づく鉄筋の切断・曲げ加工（ベンダー、シャーリング操作）
・柱・梁・壁・スラブの組立、スペーサー設置、結束および開口補強の施工
・打設前の自主検査（かぶり厚さ・定着長さ・あき寸法・本数の確認）と元請の配筋検査への立ち会い
・若手職人◯名への加工・結束の指導、朝礼時のKY活動と工具点検
【実績】
・組立前に配筋図をもとに自主検査シートを作成して班内で共有し、担当した◯現場で配筋検査の手直しなく打設に進むことができました。
・加工場で部材ごとの加工順と仮置き位置を決め直し、現場での探し直しと積み替えが減ったことで、鉄筋の余材発生を前年より◯%抑えられました。


■活かせる経験・知識・スキル
・鉄筋加工（ベンダー・シャーリング・自動切断機の操作、加工帳の読み取り）
・RC造の配筋組立（基礎・柱・梁・壁・スラブ、柱梁接合部の納まり）
・継手施工（重ね継手の施工、ガス圧接・機械式継手の段取りと立ち会い）
・施工図・配筋図の読解、自主検査および配筋検査対応
・玉掛け作業とクレーン合図、資材の荷受け・仮置き計画
■資格
・玉掛け技能講習修了（20XX年X月）
■自己PR
施工図と配筋図を照らし合わせ、かぶり厚さ・定着長さ・あき寸法を組立前に確認しておく進め方を続けてきました。地上◯階建てのマンション現場では、開口補強や柱梁接合部の納まりを事前に元請の担当者へ確認し、配筋検査での指摘を受けずに打設へ進められた現場が続いています。入社以来◯年間無災害で作業を終えており、貴社でも図面確認と足元の安全確認を欠かさず、後進が同じ手順を踏めるよう伝えていきたいと考えております。
以上
